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岩手県の越喜来湾と広田湾における現生貝類と環境

石山尚珍＊　福代康夫＊＊

IsHIYAMA，Shochin＆nd　FuKuYo，Yasuo（1982）　Etude　sur　les　comparaisons　entre　les　coquilles

　　actuelles　et　les　environs　dans　la　baie　d，Okirai　et　la　baie　dPHirota　au　d6partment　d，Iwat6。

　　Bz61Z，（穿60」。Sz67び。」ψαn，voL33（11），P．569－575。

鼠6s麗m63La　baie　d，Okirai（39。de　Iatitude　nord）et　I翫baie　d，Hirota（38。de　Iatitude　nord）

existent　au　d6partement　d，Iwat6，mais　ses　topographies　sont　dif琵rentes。C，est－a－dire，rentr6e

de　la　baie　d，Okirai　s，oriente　vers　l，estゑpeu　pr壱s　et　la　b＆ie　d，Hirota　s，oriente　vers　du　sud．

　　Alabaied，Okirai，nousavonsobtenuautotal50espさcesdescoqu皿es（3espさcesde
polyplacophoras，36esp色ces　de　gast6ropodes，11esp色ces　de　p616cyphodes），et　e孝aminαnt　la

distribution　des　coqui11es　qui　existent（lans　l，int6rieur　de　la　baie　d，Okirai，on　peut　trouver

rinfluence　du　courant　f至oid（d’Oyashio）．

　　A　la　baie　d’Hirota，nous　avons　obtenu　au　total62espさces　des　coquilles（2espさces　de

polyplacophoras，40espさces　de　gastr6ropodes，20espさces　de　p616cyphodes）l　Aussi　en　la　baie

d’Hirota，on　peut　observer　la　tendance　ressemb16plus　ou　moins，mais1，autre　part　les　esp色ces

des　coquilles　ayant　des　caract壱res　des　courant　chaud（de　Tushima）multiplient。

1．　ま　え　が　き

　東北日本の三陸地方の海域には，千島方面から南下し

てくる親潮寒流と，津軽海峡をぬけて本州の太平洋沿岸

ぞいに南下してくる津軽暖流（対馬暖流の分枝）の存在が

しられている．これら暖・寒流とこの海域に生息する貝

類との関係を明らかにするため，1979年8月，に岩手県下

の越喜来湾と広田湾における潮問帯の貝類を調査し（第

1図参照），さらに既発表の山田湾のデータ（石山，1972）

も加え，3湾における貝類の生息環境を比較してみた．

　今回の調査にあたって，採集した貝類の同定に関して

は石山と福代で検討を重ね，その解析及びまとめは石山

が行った，

2・越喜来湾の貝類と生息環境

　越喜来湾内に任意に選んだ9地点（第1図）で採集し

た貝類1ま・多板綱に属するもの3種・腹足綱に属するも

の36種，斧足綱に属するもの11種で，合計すると50種に

なった（採集貝類一覧表参照）．

　これらの貝類から各採集地点の環境を調べるために，

石山（1967）の方法により生態グラフを描いてみた．第2

図のグラフは，横軸に貝の生息緯度をとり，同じ地点で

採集された各種類ごとに，それぞれの生息緯度をチヒッ

ク・リスト（KuRoDA　andH：ABE，1952）を参考にしながら

＊燃料部＊＊北里大学

積み重ねたもので，実線で描いたグラフがこれに当る．

しかし，このままでは各グラフの高さ（生息緯度が判明

している貝類の種類数）が異なるために，他地点のグラ

フと比較しにくいので，高さを一定にして比例作図し直

したのが，点線で描いたグラフになる．

　越喜来湾は北緯3go代に位置するので，第2図の39。上

に垂線を立て，左右の図形を比較してみた．この場合

に，39。線を挟んだ両側がほぼ対称形であれば生息種類

はその緯度に適応しているということができるが，もし

低緯度側（左）の面積が高緯度側（右）よりも大きい時には

暖流の影響が，逆の場合には寒流の影響が強いと判断す

ることができる．なお採集地点ごとに，3goよりも低緯度

側の図形面積を求め，その大小を比較すれば，暖かい環

境下にあっても，地点によってそれぞれ受ける影響に違

いのあることを知ることができる．

　越喜来湾の各採集地点の点線グラフについて，この面

積を比較したところ（㈱長計量器製作所ジュピターSD－

160型による重量測定），低緯度側の暖かい環境下におけ

る暖流の影響に関する強から弱への変化の順序は，5，

4，2，8，6，9，7，1，3となり，同様に冷たい環境下の

寒流の影響に関する強から弱への変化を各点線グラフの

39。より右側の部分の面積について比較したところ，9，

1，7，3，4，2，8，5，6と’なった．これらの比較は，暖

かい環境，あるいは冷たい環境下における強弱の変化を

求めたものなので，実際には寒暖両流の影響をうけてい

一569一



採集貝類一覧表（1～9越喜来湾，10～19広田湾）
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第1図　採集位置図

る環境をみるために，各採集地点毎に垂線の左右におけ

る図形面積の比を求めたところ，暖かい環境から冷たい

環境への変化の順序は，5，6，8，4，2，7，3，1，9と

なった．

　これらの結果は越喜来湾の湾奥部が湾口部よりも暖か

い環境を示しているので，寒流は湾口部へ強く影響を及

ぼしていることがわかる．なお，地点8は湾口部入近い

のに他の地点に比べて暖かい環境になっている原因は，

1，3，7，9などの地点が沿岸まで水深の深い岩礁地帯

なのに対し，地点8だけは小さな入江の砂浜で水深が浅
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岩手県の越喜来湾と広田湾における現生貝類と環境（石山・福代）

く，外洋水の循環炉妨げられるためと考えられる。地点

5と6が暖かい環境を示すのも水深が浅い海岸のため

で，地点2と4は岩礁地帯だが小さく湾入した地形なの

で海水の流れが緩和され，湾口部に近いにもかかわらず

比較的暖かい環境となっている．

3．広田湾の貝類と生息環境

　広田湾の任意の10地点で採集した貝類は，多板綱に属

するもの2種，腹足綱に属するもの40種，斧足綱に属す

るもの20種で合計62種になった．

　これらの貝類についても，越喜来湾のものと同様に生

態グラフ（第3図）を描き，各採集地点の生息環境を比較

してみた．

　本地域では地点16のみ炉北緯3go内に，他は38。内に

ある。そこで第3図中の各グラフに，それぞれの採集地

点に相当する緯度上に垂線を立て，左側の点線図形から

暖かい環境下における強弱を求めた結果，強→弱の順序

は，　10，12，　18，　19，17，13，11，15，16，14となった．

次に右側の点線図形から冷たい環境下における強→弱の

変化を求めたところ，14，19，18，13，17，1L16，15，

12，10の順序になった．さらに各採集地点へ対する寒暖

両流の影響をみるために，各グラフの左右の図形の比率

を求めた結果，暖かい環境から冷たい環境への順序は，

10，　12，　15，　11，　17，18，19，　13，　16，　14となった．

　湾口部の地点10が最も暖かい生息環境を示すのは，三

陸沿岸ぞいに南下してくる津軽暖流の直接の影響とみら

れる．また対岸の地点19がこれよりも冷たい環境を示す

のは，道東沖から三陸沖方面へ南下している親潮第一分

枝の一部を受けやすい地形のためと考えられる．12，15，

17，18の各地点は岬で突出しているために，湾内へ流入

した暖流の影響を被りやすい地形になっており，これら

の地点へ及ぽす暖流の影響の強弱を考慮すると，湾内へ

流入した暖流の分枝は反時計廻りをしていることが推定

できる．湾奥部の地点16が冷たい環境を示すのは，ここ

が湾へ流入する河川の川口に近い砂浜のため，河川水の

影響によって熱帯～亜熱帯の要素をもった貝類の生息が

減少しているからである．地点14は広田湾内では最も冷

たい環境に相当する順序になっているが，これは湾内へ

流入した寒流の潜流がこのあたりでわき上がっているも

のと思われる．地点10～13は湾口部から湾内へ順に並ん

でいるが，10と12地点が暖かい環境で11と13地点がこれ

らよりも冷たい環境になるのは，11，13の両地点とも岬

の陰になった地形のため，湾内へ流入した暖流が11，12

地点に対するほどには直接の影響を及ぼさぬからであろ

う．

4・　山田・越喜来・広田3湾における生息環境の比較

第4図は，第2図中の越喜来湾48種をまとめた点線グ

ラフと，第3図中の広田湾62種の点線グラフを重ね，さ

らにこれらへ山田湾内で採集した104種の貝類から作図

した生態グラフ（石山，1972）を比例縮図して重ねたもの

である．

　この図をみると，3湾ともほぼ似たような図形になっ

ているが，これは3湾における貝類の生息環境に関して

は特に大きな変化のないことを表している．しかしさら

に詳しく検討してみると，山田湾の場合は他の2湾より

も暖帯の要素がふえ，亜寒帯～寒帯の要素が減ってい

る．越喜来湾については，逆に暖帯’》温帯の要素が減

り，寒帯の要素がふえている．すなわち3湾を比べる

と，3つの湾のなかでは山田湾が1番暖かい環境で，越

喜来湾はこれよりも冷たく，広田湾は両者の中問の環境

ということになる．

　つぎに石山（1981）の方法によって，3湾で採集した貝

類を寒流系，暖流系，目本的要素をもつものの3系統に

わけた結果を3湾ごとに扇形グラフで表してみた（第5

図）．これらのグラフを比較してみると，暖流系の要素

については山田湾→越喜来湾→広田湾の順に減少し，寒

流系の要素については山田湾→広田湾→越喜来湾の順に
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岩手県の越喜来湾と広田湾における現生貝類と環境（石山・福代）

増伽している．

　暖流系の貝類が山田湾から広田湾へかけて順次減少の

傾向がみられることは，三陸沿岸ぞいに南下してきた津

軽暖流の勢力が次第に衰えていく現象を表している．こ

のように山田湾は他の2湾よりも北に位置するにもかか

わらず暖かい環境を示しているのは，千島列島方面から

押しよせてくる親潮寒流よりも，ここでは津軽暖流の方

が勢力の強いことを意味する．

　寒流系の貝類については，3湾の中間に位置する越喜

来湾が最も優勢を示しているが，これは他の2湾よりも

親潮寒流の影響をうけていることになり，その原因とし

て海底地形が考えられる．例えば小縮尺の地図に描かれ

た水深線をみると，1000mの等深線が北緯40。では陸か

ら60kmほどの沖合まで張り出しているのに，39。では

30kmあたりまで湾入してくるので，これらの海底地形

にそって寒流の親潮第一分枝が押しよせてきていること

が，水産界ではよく知られている．

5．　む　す　ぴ

査のようにそれぞれの海域に生息する貝類を解析するこ

とによって，変動のある中にも採集した地点のコンスタ

ントに近い状態を見出すことができる．ゆえにこの方法

は，現生種貝類と共通種の多い新生代の貝化石を用い

て，産出地域の堆積環境を推定する場合に応用できるで

あろう．
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